
日
、
日
本
共
産
党
山

14
形
県
委
員
会
は
来
年
７
月

に
行
わ
れ
る
参
院
選
山
形

選
挙
区
に
、
党
山
形
県
委

員
会
青
年
・
学
生
対
策
委

員
の
石
山
ひ
ろ
ゆ
き
氏

（

歳
）
を
擁
立
す
る
と

34
発
表
し
ま
し
た
。

石
山
氏
は
１
９
８
１
年

山
形
市
生
ま
れ
、
福
島
大

学
中
退
、
農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
の

山
形
市
議
選
に
立
候
補
し

ま
し
た
が
次
点
で
し
た
。

記
者
会
見
に
臨
ん
だ
石

山
氏
は
「
立
憲
主
義
・
民

主
主
義
を
取
り
戻
す
た

め
、
そ
の
た
め
の
野
党
共

闘
を
座
し
て
待
つ
の
で
は

な
く
む
し
ろ
リ
ー
ド
す
る

た
め
。
な
に
よ
り
も
多
く

の
国
民
世
論
に
応
え
る
た

め
に
訴
え
て
行
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
、
若
者
の
雇

用
に
雇
用
に
力
を
入
れ
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
を
無
く
し
正
社

員
が
当
た
り
前
の
社
会
を

つ
く
り
た
い
。
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
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日
、
田
川
食
健
連
（
大

12
高
全
洋
会
長
）
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
大
筋
合
意
の
撤
回
、
家

族
農
業
を
大
切
に
し
た
農

政
の
確
立
、
食
料
自
給
率

向
上
、
食
品
の
安
全
行
政

の
強
化
な
ど
を
求
め
る

「
政
府
要
請
」
へ
の
賛
同

を
求
め
て
自
治
体
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

鶴
岡
市
で
は
武
田
農
政

課
長
、
斎
藤
農
政
主
幹
が
、

三
川
町
で
は
斎
藤
産
業
振

興
課
長
、
斎
藤
農
政
係
長

が
、
庄
内
町
で
は
奥
山
副

町
長
と
上
野
農
林
課
長
が

対
応
し
ま
し
た
。

大
高
会
長
は
、
「
安
倍

あ
り
、
地
域
経
済
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
」
「
地

域
農
業
が
ダ
メ
に
な
れ

ば
、
労
働
力
が
地
域
か
ら

失
わ
れ
る
」「
医
療
で
は
、

自
由
診
療
、
混
合
診
療
な

ど
の
危
険
性
が
言
わ
れ
て

い
る
。
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
も
撤
退
す
べ
き

だ
」
な
ど
と
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鶴
岡
市

で
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
市
長
も
９
月
議
会

で
、
国
会
決
議
違
反
の
進

め
方
は
遺
憾
だ
と
表
明
し

て
い
る
。
米
へ
の
影
響
が

大
き
い
と
考
え
て
お
り
、

国
の
対
策
を
万
全
に
し
て

も
ら
う
こ
と
を
求
め
る
。

農
家
が
離
農
す
る
と
、
地

域
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
危
惧
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
、
三
川
町
で
は
「
大

筋
合
意
は
農
業
者
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
は
な
く
、
マ
イ

ナ
ス
ば
か
り
が
あ
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

戦
争
法
廃
止
、

不
戦
の
誓
い
・
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
市
民
集
会

日
時

月
５
日
（
土
）
午
前

時
か
ら

12

10

会
場

マ
リ
カ
広
場

集
会
と
パ
レ
ー
ド
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を

行
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催

戦
争
法
廃
止
、
不
戦
の
誓
い
・
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
田
川
地
区
実
行
委
員
会

決意を語る石山ひろゆき氏

政
権
の
も
と
で
食

料
自
給
率
を
高
め

る
政
策
が
実
現
し

て
い
な
い
中
で

『
攻
め
の
農
業
』

と
言
っ
て
い
る
。

自
国
の
食
料
自
給

率
・
食
糧
の
安
全

保
障
が
欠
如
し
て

攻
め
る
こ
と
な
ど

で
き
な
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

行
動
に
参
加
し

た
、
各
団
体
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

「
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
で
、

公
共
入
札
な
ど
が

外
国
企
業
か
ら
訴

え
ら
れ
る
恐
れ
が



日
、
第

回
田
川
地

15

57

区
母
親
大
会
（
戸
村
雅
子

実
行
委
員
長
）
が
勤
労
者

会
館
で
開
か
れ

人
が
参

78

加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
各
分
野
で
の

活
動
と
し
て
、
生
協
の
コ

ー
プ
委
員
会
で
の
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
た
ち
と

の
、
戦
争
法
を
考
え
、
憲

法
を
学
ぶ
「
憲
法
カ
フ
ェ
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
、
新
婦
人
の
戦
争
法
を

許
さ
な
い
「
レ
ッ
ド
ア
ク

シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
「
子

ど
も
た
ち
は
、
今
」
と
題

し
て
、
升
川
繁
敏
さ
ん
（
元

小
学
校
教
諭
）
が
、
生
き

づ
ら
い
社
会
の
中
で
健
気

に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

状
況
、
４
割
を
超
す
非
正

規
雇
用
者
の
増
加
と
、
賃

金
所
得
の
激
減
が
、
子
ど

も
の
貧
困
化
を
も
た
ら

し
、
格
差
と
負
の
連
鎖
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
報
告

し
、
埼
玉
県
や
東
京
都
足

立
区
で
の
事
例
を
挙
げ
、

「
行
政
の
果
た
す
役
割
が

重
要
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
下
で
、
教

育
に
お
い
て
「
思
想
統
制
」

「
人
格
統
制
」
「
教
育
統

制
」
「
行
政
統
制
」
が
推

し
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
い
ま

こ
そ
憲
法
を
活
か
し
、
国

民
的
「
学
び
合
い
」
と
主

権
者
と
し
て
の
生
き
方
・

運
動
を
進
め
、
子
ど
も
の

発
達
に
必
要
な
自
然
体
験

・
生
活
体
験
・
社
会
体
験

を
共
に
作
り
出
す
た
め

に
、
学
校
・
地
域
社
会
の

人
間
的
交
流
・
協
同
が
必

要
だ
と
結
び
ま
し
た
。

大
会
に
は
、関
徹
県
議
、

菅
井
巌
市
議
、
工
藤
範
子

庄
内
町
議
が
参
加
し
ま
し

た
。

日
、
庄
内
初
の
木
質

16
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
火

入
れ
式
が
櫛
引
地
区
下
山

添
で
行
わ
れ
、
午
後
か
ら

櫛
引
公
民
館
で
「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

林
業
、
森
林
組
合
、
行
政

の
関
係
者
や
市
民
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
し
て
「
林

業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
課

題
」
と
題
し
て
、
バ
イ
オ

エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
ー
チ
＆

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
株
式

会
社
の
梶
山
恵
司
氏
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ド
イ
ツ
な

ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
事
例
を
紹
介
し
、「
ド

イ
ツ
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
が

り
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
減

り
、

世
紀
型
の
経
済
循

21

環
社
会
へ
変
化
し
て
い

る
。
日
本
も
こ
の
方
向
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
」
と
、
日
本
の

持
っ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
の
可
能
性

と
、
「
人
・
物
・
技
術
・

仕
事
・
お
金
」
の
経
済
・

地
域
内
循
環
を
訴
え
ま
し

た
。バ

イ
オ
マ
ス
で
特
に
、

有
効
な
の
は
「
熱
利
用
」

で
あ
り
、
自
社
が
進
め
る

岩
手
県
遠
野
市
で
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

実
証
実
験
を
紹
介
し
、
先

進
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術

を
し
っ
か
り
学
び
活
か
す

こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
関

徹
県
議
、
菅
井
巌
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
人
・
物
・
技
術
・
仕
事
・
お
金
」地
域
内
循
環
を

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ン
ポ

過
労
死
の
無
い
社
会
へ

が
必
要
に
応
じ
て
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
の
整
備
を
図
る
」
。
事
な
ど

を
「
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
努
力
目
標
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国

が
明
記
し
た
意
義
は
重
い
も
の
で
す
。

▽
鶴
岡
で
も
、
か
つ
て
「
バ
ス
運
転
士

過
労
死
裁
判
」が
た
た
か
わ
れ
ま
し
た
。

（
Ｈ

年
、
仙
台
高
裁
で
敗
訴
。
私
も

14

一
時
、
「
支
援
す
る
会
」
事
務
局
長
を

拝
命
）
。
働
く
人
の
命
と
健
康
を
守
る

全
国
の
戦
い
が
勝
ち
取
っ
た
到
達
点
を

更
に
前
に
進
め
る
た
め
に
、
県
議
会
商

工
労
働
観
光
常
任
委
員
会
で
頑
張
ら
ね

ば
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
土
）
、
山
形
市
で
お
こ
な
わ

14
れ
た
「
過
労
死
防
止
を
考
え
る
や
ま
が

た
の
集
い
」
に
参
加
。
昨
年
成
立
し
た

過
労
死
防
止
対
策
法
」
、
今
年
策
定
さ

れ
た
「
大
綱
」
に
基
づ
い
て
全
都
道
府

県
で
有
志
団
体
が
お
こ
な
っ
て
い
る
取

り
組
み
で
す
。
鶴
岡
の
脇
山
拓
弁
護
士

が
主
催
者
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
▽

国
は
、
「
過
労
死
等
防
止
に
関
連
す
る

国
の
目
標
」
と
し
て
、
平
成

年
ま
で
、

32

「
週
労
働
時
間

時
間
以
上
の
雇
用
者

60

の
割
合
を
５
％
以
下
に
」
「
年
次
有
給

休
暇
取
得
率
を

％
以
上
に
」
。
今
後

70

お
お
む
ね
３
年
を
目
途
に
、「
身
体
面
、

精
神
面
の
不
調
を
生
じ
た
労
働
者
誰
も

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月12日入札分

・市公共下水道事業及び集落排水事業 人孔工事(その２)（鶴岡市地内）
(有)今野建材工業 4,100,000円（4,165,000円）工期～28/3/18（落札率98.4％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月12日入札分

・東原町、伊勢原町地内国道112号径200粍水道管路耐震化工事測量調査設計業
務委託
(株)日本水道設計社 7,000,000円（7,700,000円）期間～28/3/10（落札率90.9％）
・温海浄配水場水質計器新設工事（湯温海地内）
三和メイテック(株) 12,500,000円（13,015,000円）工期～28/3/25（落札率96.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月12日入札分

・市朝日庁舎耐震診断業務委託
(株)アーキング設計事務所 3,250,000円（3,399,000円）期間～28/3/22（落札率95.6％）
・小真木原陸上競技場インフィールド芝生等改修工事
長谷川体育施設(株)山形営業所 53,000,000円（58,680,000円）工期～28/3/28（落札率90.3％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

そ
の
中
身
が
わ
か
ら
な
い

で
い
る
。
家
族
農
業
が
大

切
だ
と
い
う
認
識
は
一
緒

だ
。
町
と
し
て
は
、
稲
作

農
業
が
続
け
ら
れ
る
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
る
」

共
感
と
自
治
体
の
独
自
施

策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

庄
内
町
で
は
、
奥
山
副

町
長
が
「
農
業
分
野
の
国

際
分
業
論
は
成
り
立
た
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
農
業
（
規

模
が
桁
違
い
）
と
競
争
は

で
き
な
い
」「
田
舎
に
は
、

田
舎
の
哲
学
が
あ
り
、
自

立
す
る
エ
ン
ジ
ン
を
作
り

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
」
と
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

や
、
地
域
内
経
済
循
環
づ

く
り
に
つ
い
話
が
あ
り
ま

し
た
。

後
日
、
庄
内
町
の
原
田

町
長
か
ら
は
政
府
要
請
へ

の
賛
同
書
が
送
付
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
菅
井

巌
市
議
が
事
務
局
と
し
て

参
加
し
、
三
川
町
で
田
中

晃
町
議
と
佐
藤
政
弥
前
町

議
が
同
席
し
て
地
域
の
実

態
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。

平
和
・
憲
法
守
る
活
動
を
報
告

第

回
田
川
地
区
母
親
大
会
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